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アメリカにおける
娯楽⽤⼤⿇合法化の
経済影響について



娯楽用大麻をテーマにした理由

⽇本芸能⼈逮捕が絶えない
2018年カナダが娯楽⽤⼤⿇を合法化
アメリカ合衆国合法化が進んでいる

⼤統領選にも

話題沸騰中
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１．現状



各州の現状

■ 娯楽⽤⼤⿇許可
■ 医療⽤⼤⿇のみ許可
■THCの含有が制限された医療⽤

⼤⿇を許可
■いかなる⽤途での使⽤を禁⽌

https://en.wikipedia.org/wiki/Legality_of_cannabis_by_U.S._jurisdiction



各州の現状（続）
娯楽用大麻を合法化の推移

2012年 コロラド州、ワシントン州（世界初）
2014年 アラスカ州、オレゴン州、ワシントンD.C
2016年 カリフォルニア州、ネバダ州、メイン州、

マサチューセッツ州
2018年 ミシガン州、バーモント州
2020年 イリノイ州

2020年10⽉末時点で、全50州中11の州が
娯楽⽤⼤⿇を合法化



合法化の経緯 

・薬物禁止の
社会的費⽤

>社会的利益
・⼤⿇への意識の変化
・⼈種差別への意識

の変化

合法化意識
が⾼まった



２．研究の⽬的



２.研究の⽬的

■仮説：
合法化の流れが起こっているの
は合法化が経済にプラスの影響
を与えるから


① 税収の増加 

② 治安改善

③ 雇⽤創出 




治安改善

雇⽤創出

税収の増加

分析対象を税収の増加,治安改善,雇用創出にした背景

2019年に⽶国で⼤⿇関連の産業により新たに21万⼈の正社員が創出さ
れた(情報提供サイトLeafly,調査会社Whitney Economics)

合法化は、マリファナ製品に課せられる税を通じて税収を増やす可能性
がある。（Hajizadeh, 2016）

合法化は闇組織への資⾦流⼊を減らし、暴⼒犯罪への影響を減らす
可能性もある。（Hajizadeh, 2016）



税収の増加 治安改善雇⽤創出

差分の差分法（DID）グラフ



税収増加について



⼤⿇税からの歳⼊

・⼤⿇⼩売からの税収
→継続的増加

・全体の税収
→継続的増加

コロラド州の例

https://www.westword.com/marijuana/record-marijuana-sales-in-
colorado-bring-new-high-to-tax-revenue-11621939



⼤⿇による税収の分配

社会的活動に
還元

https://www.cde.state.co.us/communications/2019marijuanarevenueを翻訳



治安改善・雇⽤創出について



3. 理論・使⽤モデル



差分の差分 (DID) 法とは
●⽤途
施策政策の効果測定
●どんな
観測データによって実
験的な研究を模倣する
ための統計⼿法である
●例えば
理科の対象実験

介
⼊
効
果



DID 回帰(モデル）

回帰式 Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekt

Ykt : 結果変数
k ： 処置が適⽤される物理的な単位（例：国、⾃治体、企業、⼈）
t ： 時間
Dk： 個体 が処置群に属することを⽰すダミー変数

(処置群なら１、対照群なら０）
Pt： 時間 が処置後 (post-treatment) であることを⽰すダミー変数

（処置前の場合０、処置後の場合１）
δ : DID によって推定される処置効果



回帰分析による処置効果の推定
回帰式 Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekt

E[Ykt l  Dk=1,Pt=1]  = α＋β＋γ＋δ （１）
E[Ykt l  Dk=1,Pt=0]  = α＋β (２)
E[Ykt l  Dk=0,Pt=1]  = α＋γ （３）
E[Ykt l  Dk=0,Pt=0]  = α （４）
（１）−（２）＝ γ＋δ （５）
（３）ー（４）＝ γ （６）



（５）ー（６）：
δ＝ （E[Ykt l  Dk=1,Pt=1] ーE[Ykt l  Dk=1,Pt=0]）

ー（E[Ykt l  Dk=0,Pt=1] ーE[Ykt l  Dk=0,Pt=0] ）

回帰式： Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekt

★ δ（ DとP の交差項の係数）が差の差を推定する

回帰分析による処置効果の推定（続）



差分の差分 (DID) 法とは(再掲)
●⽤途
施策政策の効果測定
●どんな
観測データによって実
験的な研究を模倣する
ための統計⼿法である
●例えば
理科の対象実験

介
⼊
効
果



差の差分析をするために

平⾏トレンドの仮定が必要

合法化した州の郡(緑⾊のマー
カーの部分）を処置群

合法化していない州の郡（⻩
のマーカーの部分）を対照群

大麻合法化による介入効果の測定
（治安改善 雇用創出）




DID分析で対象とする州の郡

2016年以前に娯楽用大麻が
合法化された7つの州の郡

（アラスカを除く）

処置群

それらの州と隣接する
州の隣接部に

位置する郡

対照群



DID 回帰 （実際に⽤いた例）

回帰式 Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekt

Ykt : 結果変数（犯罪率、失業率）
k ： 処置が適⽤される物理的な単位（アメリカ合衆国の郡）
t ： 時間（2010or2012と2019）
Dk： 個体 が処置群に属することを⽰すダミー変数

(合法化している州の郡の場合１、合法化していない州の郡の場合０）
Pt： 時間 が処置後 (post-treatment) であることを⽰すダミー変数

（2010or2012の場合０、2019の場合１）
δ :     DID によって推定される処置効果



データセット概略(犯罪率）

COUNTY YEAR Y
（暴⼒犯罪率）

D P D・P

A 2012 Y１ １ ０ ０

A 2019 Y２ １ １ １

B 2012 Y３ ０ ０ ０

B 2019 Y4 ０ １ ０

Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekｔ



データセット概略(失業率）

COUNTY YEAR Y
（失業率）

D P D・P

A 2010 Y１ １ ０ ０

A 2019 Y２ １ １ １

B 2010 Y３ ０ ０ ０

B 2019 Y4 ０ １ ０

Ykt = α + βDk + γPt + δ(Dk × Pt ) + ekｔ



４. データ検証



治安改善について



Y︓犯罪率(暴⼒犯罪） 結果
10％有意ではあるが

⼤⿇合法化が介⼊
→犯罪率ダウン

→治安改善

プラスの
影響

Y（犯罪率）

介⼊ D 2627.277***
(2.905938)

時期 P
1.068379

(0.001306)

DID(D・P） -2058.15*
(-1.69674)

サンプルサイズ 186



要因分析

データの細分化

2016年以前に娯楽用大
麻が合法化された7つ
の州の郡

（アラスカを除く）

2012年に合法化された
州の郡
2014年に合法化された
州の郡

2016年に合法化された
州の郡



Y︓犯罪率2012年
に合法化した州だけ

Y（犯罪率）

介⼊ D 2.655652
(0.063586)

時期 P
-5.88375

(-0.15249)

DID(D・P）
-37.0452
(-0.6602)

サンプルサイ
ズ 110

Y（犯罪率）

介⼊ D 19.83333
(0.281639 )

時期 P
-10.1667

(-0.17682)

DID(D・P）
-26.1667

(-0.26274)

サンプルサイ
ズ 18

Y（犯罪率）

介⼊ D 8821.691***
(3.3328121)

時期 P
16.24706

(0.006868)

DID(D・P） -6935.5*
（-1.952）

サンプルサイ
ズ 58

Y︓犯罪率2014年
に合法化した州だけ

Y︓犯罪率2016年
に合法化した州だけ



⽰唆される結果

2016年に合法化された州の郡のデータで⾏った分析が最も有意

⼤⿇合法化は治安改善に
短期的には効果があるが⻑期的には効果が薄いのかもしれない



雇⽤創出について



Y︓失業率 結果
⼤⿇合法化が介⼊

→失業率ダウン

→雇⽤率UP

プラスの
影響

Y（犯罪率）

介⼊ D 1.599192**
（2.51834）

時間 P -2.59433***
（-4.38133）

DID（D・P）
-2.0314**
（-2.30593）

サンプルサイズ 208



５. まとめ



まとめ

税収 治安改善 雇⽤創出

+ + +

⼤⿇合法化は税収、治安改善、雇⽤創出に
プラスの影響を与える



ご清聴
ありがとう
ございました
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